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                 聖書ルカ１９：１１～２７            2019/2/10 

                                 「ザアカイとミナのたとえ」 

１．はじめに 

 ・１９：９、１０「今日、救いがこの家にきました。この人もアブラハムの子なのですから。人の子 

は、失われた者を捜して救うために来たのです。」 

 ・１９：１１b「イエスは続けて、一つのたとえを話された。イエスがエルサレムの近くに来ていて、 

    人々が神の国がすぐに現れると思っていたからである。」 

 ・ザアカイの救いと新しい生き方 

２．本文 

＊信仰をもらった者が人生の厳しさの中で、どう信仰者として生きるのか。ルカはザアカイの記事の続 

きで、「しかし人々がザアカイの話に耳を傾けていたとき、イエスは続けてたとえを話された。」とあ 

ります。 

＊ザアカイは人生の厳しさの中で、救いを見出した。 

 A.１１～１４節 

   ・１１a：人々がこれらのことばに耳を傾けていた時、イエスは続けて一つのたとえを話された。 

  ・ある身分の高い人が、王位を授かって戻って来る。 

  ・十人のしもべに一ミナづつ与え、「私が帰ってくるまで、これで商売しなさい。」 

  ・そこの国の人々は彼を憎んでいた。 

＊ミナのたとえは商売の教訓として当時広くあった話と言われている。 

 B.１５～２７節 

  ・一番目、二番目のしもべ。 

   ・よくやった。よいしもべだ。１７節 

  ・別のしもべ。 

   ・悪いしもべだ。２２節 

  ・２４～２７節 

  ・別のしもべに対するさばき。２４節 

  ・憎む人々に対するさばき。２７節 

    ・結論 ２６～２７節 

    ・彼は言った。「おまえたちに言うが、だれでも持っている者はさらに与えられ、持っていない 

     者からは、持っている物までも取り上げるのだ。またさらに、私が王になるのを望まなかっ 

たあの敵どもは、ここに連れてきて、私の目の前で打ち殺せ。」 

３．まとめ  

 ・へブル１２：７ 

  ・訓練として耐え忍びなさい。神はあなたがたを子として扱っておられるのです。父が訓練しない 

子がいるでしょうか。 


